
。
Ｆ
弓
皀
①
日
。
口
》
Ｈ
ｇ
ｏ
冨
口
の
“
。
口
目
屋
騨
ぐ
閏
鴨
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
園
の
ｏ
武
。
口

員
月
日
冒
再
Ｐ
昌
○
烏
切
旦
曹
。
Ｆ
Ｐ
言
ｌ
』
園
昌
〆
の
旨
の
忌
詞
．
に
対
す

る
大
窪
氏
の
書
評
（
『
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
釧
号
ら
ｇ
ゞ
層
．
認
Ｉ
駅
）
に
答

え
る
。
氏
の
翻
訳
に
関
す
る
所
見
（
弓
｝
層
認
１
段
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

概
し
て
氏
は
「
法
集
要
頌
経
」
が
中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
中
国
語

自
身
の
語
法
に
よ
っ
て
読
ま
れ
、
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
場
合
に

は
、
印
度
の
テ
キ
ス
ト
は
第
二
次
的
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
唯
一
の
真
実
と
し
て
み
な
す
尋
へ
き
で
は
な
い
。
中
国
語
（
佛
典
）

は
印
度
語
の
ひ
と
つ
の
翻
訳
で
あ
る
。
こ
の
「
法
集
要
頌
経
』
の
場
合
は

特
に
逐
語
訳
で
は
な
い
。
口
目
巨
四
ぐ
胃
鴨
の
中
国
語
訳
は
、
多
く
の
箇
所

で
梵
語
の
も
の
と
は
異
っ
て
い
る
た
め
に
、
梵
語
の
平
行
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
翻
訳
す
る
場
合
に
は
注
意
深
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
中

国
語
の
平
行
テ
キ
ス
ト
（
『
出
曜
経
』
）
で
あ
っ
て
も
確
実
な
証
明
と
は
な

ら
ず
、
か
な
ら
ず
し
も
従
う
必
要
の
な
い
、
単
な
る
示
唆
に
す
ぎ
な
い
。

私
は
詩
節
に
対
し
関
連
す
る
平
行
テ
キ
ス
ト
を
ノ
ー
ト
の
中
に
明
記
し
て

お
り
、
大
窪
氏
は
も
は
や
平
行
テ
キ
ス
ト
を
探
す
必
要
は
な
く
、
私
の
ノ

弓
冨
の
○
言
口
朋
①
ご
Ｑ
四
口
画
く
四
吋
ｍ
四

ｌ
大
窪
氏
の
書
評
に
答
え
る
Ｉ

○
ず
曽
農
①
、
罰
ご
芭
行
居
画
①
口

１
ト
の
中
に
す
べ
て
見
出
し
て
い
る
。

別
の
重
要
な
点
は
、
ｄ
３
ｐ
四
ぐ
閏
鴨
は
深
遠
な
学
問
的
な
も
の
で
は
な

く
て
、
‐
一
般
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

幾
つ
か
の
翻
訳
可
能
な
意
味
の
中
か
ら
、
一
つ
を
選
択
す
る
際
に
ぜ
ひ
と

も
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

。
ｇ
自
．
園
》
「
広
説
」
の
「
広
」
は
単
に
梵
語
の
接
字
風
‐
に
相
当
す

る
。
す
べ
て
の
章
の
中
に
あ
る
頌
を
説
く
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
国
拭
．

「
乃
至
広
説
」
胃
薗
匿
）
。
９
．
〆
〆
閂
ぐ
．

・
自
白
・
嵐
↑
「
去
」
に
つ
い
て
、
こ
の
漢
字
は
「
法
句
経
』
・
「
法
集
要

頌
経
』
・
『
出
曜
経
』
で
は
「
銀
」
と
し
て
、
ロ
富
日
日
§
且
騨
で
は
日
冒
‐

ロ
色
目
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
ロ
３
口
④
ご
自
彊
の
関
連
詩
節
は
胃
・
弓
〔
］
．

ご
呂
冒
：
昌
胃
①
貝
忌
日
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
単
語
は
貝
目
目

と
冨
曾
己
色
目
で
あ
り
、
目
算
冒
唇
で
は
な
い
。
更
に
、
こ
こ
の
比
職
は
、

牛
飼
い
が
牛
の
群
れ
を
世
話
し
な
が
ら
行
く
（
行
）
よ
う
に
、
人
は
命
を

養
い
つ
つ
行
く
（
去
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
去
」
に
対
す
る
《
《
８
ｓ
①
｝
ゞ

は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。

ｏ
ｇ
白
．
鵠
“
「
漏
」
尉
国
ご
色
の
訳
↑
・
冒
閉
こ
は
ｚ
箇
冒
騨
昌
○
百
の

訳
語
で
あ
る
。
Ｑ
Ｈ
，
国
口
呂
冨
黒
目
ｏ
は
○
口
四
畳
、
ｇ
旨
冒
ｇ
ｇ
ｇ
宅
・
岳

の
．
ぐ
．
四
訟
秒
ぐ
ｐ
］
ロ
津
巨
樹
》
ず
】
騨
顛

。
ｇ
一
目
．
房
「
欲
意
」
罰
目
色
の
意
味
の
「
意
」
は
あ
り
え
る
が
、
必

然
性
は
な
い
。

ｃ
９
．
目
．
園
《
ｏ
は
た
し
か
に
翻
訳
か
ら
脱
落
し
て
い
る
。

〔
詳
細
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・
９
．
ロ
．
弓
“
こ
こ
で
は
「
色
」
は
↑
《
胃
四
目
ご
こ
即
ち
、
女
性
の
美
、

美
し
い
婦
人
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
実
に
愛
欲
、
負
、
園
ョ
色
の
対
象
で

あ
る
。
こ
の
美
は
ま
さ
に
無
常
で
あ
る
。
又
、
こ
の
経
典
が
一
般
的
な
テ

キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
一
般
信
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
『
」
と
に
注
意

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
色
」
は
様
友
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
た
め
、

当
然
、
異
っ
た
翻
訳
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
適
切
な
意
味
を
見
つ

け
、
翻
訳
が
読
み
や
す
い
か
”
単
調
で
な
い
か
を
調
べ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

原
則
二
語
に
対
し
一
つ
の
訳
語
は
、
し
ば
し
ば
シ
ヴ
匡
号
胃
目
色
に
適

用
さ
れ
る
が
、
ｑ
３
ｐ
ｐ
く
胃
盟
は
シ
ｇ
冨
冒
Ｈ
ｇ
四
と
は
大
分
違
っ
た
も

の
で
あ
る
。
私
は
も
し
必
要
と
あ
れ
ば
ノ
ー
ト
の
中
に
相
当
す
る
梵
語
を

記
し
て
お
い
た
。
（
。
ｇ
・
ぐ
．
ｇ
〕
〆
×
直
、
ｘ
〆
減
冒
巨
閥
ｘ
ロ
．
辰
．
〆
×
貝
．

巨
．
×
×
目
．
卸
）

。
ｇ
白
く
，
Ｐ
私
は
提
案
さ
れ
た
翻
訳
に
同
意
す
る
。

。
ｇ
白
く
，
扇
》
翻
訳
さ
れ
る
尋
へ
き
も
の
は
「
法
集
要
頌
経
』
で
あ
っ

て
「
出
曜
経
』
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ノ
ー

ト
の
中
で
私
の
翻
訳
を
説
明
し
て
あ
る
。
「
本
情
」
は
《
《
昏
。
ｍ
の
。
胃
巨
日
‐

の
冨
口
。
の
の
】
》
で
あ
っ
て
《
《
急
彦
胃
胃
の
時
ロ
。
こ
で
は
な
い
。
普
通
の
中
国
語

（
漢
文
）
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
「
本
」
は
「
こ
の
」
（
前
の
頌
を
受
け

て
い
る
）
を
意
味
す
る
。

。
ｇ
白
く
，
＄
》
毘
尼
ぐ
冒
葛
曾
法
（
巳
〕
胃
目
Ｐ
）
は
目
胃
日
蝕
‐
昌
日
昌
騨
》

＆
〕
鱒
日
日
⑳
昌
口
葛
四
で
は
な
い
。
中
国
語
で
は
こ
の
合
成
語
が
号
四
目
牙
四

で
あ
る
必
要
は
な
い
。

・
９
．
ぐ
．
司
私
は
可
能
と
思
わ
れ
る
訂
正
を
受
け
入
れ
た
い
と
思
う
。

・
唇
．
ぐ
．
Ｐ
私
は
「
処
」
に
対
し
て
《
《
さ
ぬ
目
ぐ
の
。
．
と
い
う
意
味
が

あ
る
と
い
う
証
拠
を
見
つ
け
た
こ
と
が
な
い
。
「
処
」
は
梵
語
の
］
○
３
言
、
①

。
騨
蔚
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。

。
ｇ
，
ぐ
．
己
￥
よ
り
良
い
読
み
を
私
は
ノ
ー
ト
の
中
で
指
摘
し
て
お

い
た
。
ノ
ー
ト
は
大
窪
氏
の
誤
解
を
と
り
の
ぞ
い
て
く
れ
る
。
ノ
ー
ト
を

よ
く
読
ん
だ
人
は
こ
れ
ら
を
エ
ラ
ー
と
は
見
な
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
同
様

の
こ
と
は
ぐ
昌
月
興
閣
ｐ
Ｈ
．
回
〆
〆
ぐ
ｐ
Ｈ
暗
》
〆
ｘ
〆
↑
巴
ゞ
〆
〆
〆
門

閾
に
も
い
え
る
。
大
窪
氏
は
こ
れ
ら
の
箇
所
を
私
の
ノ
ー
ト
の
中
に
見

出
し
た
。
現
行
の
テ
キ
ス
ト
を
訂
正
す
る
こ
と
は
翻
訳
の
仕
事
で
は
な
い
。

テ
キ
ス
ト
を
採
用
し
、
翻
訳
し
、
一
切
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
情
報
は
ノ

ー
ト
に
入
れ
る
筆
へ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

ｏ
９
．
〆
出
陣
印
『
出
曜
経
」
（
信
為
）
や
己
３
口
ｐ
ご
自
彊
は
私
の
訳

し
た
「
信
者
」
が
誤
り
で
あ
る
と
は
証
明
し
な
い
。

・
９
．
〆
〆
目
．
守
「
如
来
」
に
お
い
て
さ
え
も
、
「
来
」
が
お
そ
ら
く
動

詞
で
あ
ろ
う
と
理
解
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
。
中
国
語
（
漢
文
）
の
知

識
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
９
．
〆
〆
崗
〆
，
壁
守
誤
》
も
ち
ろ
ん
「
外
」
は
「
外
面
的
な
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
こ
の
場
合
に
な
ぜ
そ
う
と
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
己
３
口
ひ
く
胃
窓
の
よ
う
に
一
般
的
か
つ
単
純
な

テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
「
外
」
は
（
佛
教
徒
を
意
味
す
る
「
内
」
と
は
反
対

に
）
・
異
教
徒
（
Ｉ
外
道
）
を
意
味
す
る
。

。
ｇ
・
〆
〆
〆
閂
．
届
痔
匡
醒
平
行
テ
キ
ス
ト
は
ノ
ー
ト
の
中
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
『
法
集
要
頌
経
』
が
翻
訳
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
梵

語
や
パ
ー
リ
の
テ
キ
ス
ト
が
で
は
な
い
。
中
国
語
と
し
て
「
是
心
使
」
は

《
《
（
旨
冒
ｅ
…
…
冨
切
冒
冒
①
昌
○
の
。
旨
（
①
ぐ
の
匂
昏
冒
巴
・
〕
ゞ
と
は
読
め
な
い
。
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も
ち
ろ
ん
、
梵
語
を
中
国
語
の
中
に
投
入
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
Ｉ
私

は
よ
く
そ
う
す
る
ｌ
し
か
し
中
国
語
の
語
法
に
あ
り
そ
う
も
な
い
拡
大

は
決
し
て
し
な
い
。

・
９
．
〆
桝
〆
昌
・
隠
“
質
問
．
何
故
大
窪
氏
は
ず
を
分
離
し
た
文
と
し

て
訳
す
の
か
？
ど
の
よ
う
に
「
正
使
」
を
。
の
中
に
訳
す
か
？

・
唇
．
〆
潤
桝
目
目
．
お
》
神
を
・
人
間
・
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
が
「
識
不
知
」

雪
《
３
口
ロ
○
国
自
○
葛
ゞ
』
の
主
語
で
あ
る
と
い
う
「
出
曜
経
』
を
基
礎
に
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
す
（
ノ
ー
ト
の
中
の
言
及
を
参
照
）
。
し
か
し
、
号
と

・
の
中
の
主
語
を
変
え
る
理
由
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
号
で
は
《
《
胃

ｏ
煙
冒
ロ
鼻
声
ロ
○
葛
ご
○
で
は
、
↑
丘
⑦
３
口
丙
冒
○
乏
』
ゞ
で
あ
る
。

大
窪
氏
は
中
国
語
の
背
後
に
あ
る
梵
語
を
過
大
に
強
調
し
て
お
き
な
が

ら
、
「
法
集
要
頌
経
』
に
私
が
つ
け
た
詩
節
の
番
号
に
い
つ
も
同
意
し
て

い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
は
何
故
か
？
中
国
語
の
詩
節
は
多
く
の
箇

所
で
印
度
の
テ
キ
ス
ト
と
は
一
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
何
故
、

私
の
本
の
閂
ｚ
日
罰
○
己
ｄ
ｏ
員
○
ｚ
に
つ
い
て
論
評
し
な
い
の
か
？
閂
ｚ
‐

門
閥
Ｏ
ｐ
ｑ
ｏ
目
○
ｚ
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
有
部
の
佛
教
徒
の
聖
典
に
於

け
る
出
曜
ｑ
３
ｐ
四
の
位
置
の
よ
う
に
、
論
議
さ
れ
う
る
い
く
つ
か
の
箇

所
が
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
。

〔
質
問
〕
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